
学 会 記 事

管の 障害に起因す る皮質骨の 低栄養, 低酸素に よ

り惹起される骨変化であると推測され た . こ の 所

見 の放射線障害の p r edi ct o r としての 意義に つ い

て考察する .

6　脊髄ヘルニアの一例

佐藤晶・渡辺雅人
野崎洋明・河内泉
辻 省 次 （ 新 潟 大 学 神 経 内 科 ）

緩徐進行性 の 不全型 B r o w n
-

S e q u a r d 症候群

を呈 し M R I が診断に有用で あ っ た特発性脊髄 ヘ

ル ニ アの 症例を経験 した の で提示する .

症例は奇形
･ 外傷歴の な い53 歳男性 . 10 年間の

横徐進行性の 経過で右下肢の 感覚異常 と左下肢筋

力低下を呈 し神経 内科を受診した . 神経学的 に は

左下肢 の M M T 4 レ ベ ル の筋力低下と左優位の 両

下肢深部騰反射克進と病的反射を認め , 感覚系で

は右 T blO 以下 に温痛覚の 低下を認 め た . 後索症

状は認めなか っ た . 脊髄 M R I で は T h 4
- 5 レ ベ

ル で脊髄が前方 に屈曲
･ 変位し硬膜前方に突出し

ており, 硬膜内の 脊髄は 萎縮性 に認め られた ･ 脊

髄 ヘ ル ニ ア の診断で 当院整形外科にお い て T h 3
-

6 椎弓切除術, 脊髄還納
･ 硬膜修復術を施行 し た

と こ ろ症状 ･ 神経徴候の 軽減を認め た .

従来, 特発性脊髄 ヘ ル ニ アは極め て 稀な疾患 と

されて い たが , 19 90 年以降 M R I の 普及 に伴 い 症

例報告が増加 し, こ れまで に34 例が 報告 され て い

る . 本例にお い ても脊髄 M RI の 特徴的な所見 に

ょり診断に到る こ と がで きた . 従来 の 報告例 の 約

80 % が手術により症状の 軽減を示 して お り, 本例

でも術後症状 の改善を認めた ことか ら , 診 断の 意

義は大き い と考えられ る .

II. 特別講演

「 新 御 三 家 時 代 の M R I 」

新潟大学放射線科

岡 本 浩 一 郎
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I .  一般演題

1 　 経 静 脈 超 音 波 造 影 剤 に よ る 心 筋 コ ン ト ラ ス ト

エ コ ー 像 と 心 筋 シ ン チ グ ラ フ ィ ー と の 比 較 の

試み

榛沢和彦・北村昌也
諸 久 永 ・ 林 純 一 （ 新 潟 大 学 第 二 外 科 ）

中島孝・福原信義（国立療養所犀潟病院神経内科）

わ が国で も超音波造影剤( レポ ビス ト) の 使用

が認め られ, 様 々 な領域の 超音波検査 に応 用が 始

ま っ て い る . 特 に造影剤を用 い た各種臓 器 の p e r
-

f u si o n i m a gi 喝 が注目され てお り, 心
エ コ ー にお

い ては心筋コ ン トラス ト エ コ
ー 法と呼ばれて い る .

心筋 コ ン トラス ト エ コ
ー は これま で冠動脈に直接

気泡等を注入して行 っ て い た が, 超音波 造影剤 の

登場で経静脈投与で行える極めて低侵♯な検査 と

な っ た . また こ れが行えるようにな っ た背景 に は

エ コ ー 機器の発達に拠 ると こ ろ も大きく , 特 に壊

れ やす い 気泡を主体 とす る レポ ビス トの 使用で は

間欠送信 によ る フ ラ ッ シ ュ エ コ
ー 法が不可欠であ

る . 今回孜々 は レポ ビス トを用 い た 心筋コ ン トラ

ス ト エ コ
ー を精神, 神経疾患患者で 虚血 性心疾患

が疑われる患者に行 い 心筋シ ンチ グラ フ ィ
- との

比較を行 っ た . その 結果 , パ ワ
ー ド ッ プラ ー を用

い た フ ラ ッ シ ュ エ コ
ー 法では心室癌を伴うような

明らかな虚血部位で よく
一 致 したが, 軽度 の 虚血

部位で は
一 致しなか っ た .

こ の 原因と して は心筋

シ ンチ では細胞 レ ベ ル の 代謝を反映する の に対し

て心筋コ ントラス トでは微小循環を反映して い る

こと , パ ワ
ー ド ッ プラ

ー

で は bl o o m i n g を起 こ し

易い ことから軽度の 病変が分からない ことなどが

考えられた . そ こで現在は パ ワ
ー ド ッ プラ

ー を用


